
 

 対象の概要 基準の適用部位・面積 考え方 備考 
外壁基本色（外壁各面の4/5はこの範囲
から選択） 

強調色（外壁各面の1/5以下
で使用可能） 

アクセント色（外壁各面の
1/20以下で使用可能） 

屋根色（勾配屋根） 

立地 規模・要件（概要） 色相 明度 彩度 色相 明度 彩度 色相 明度 彩度 色相 明度 彩度 
景観形成特
別地区 

旧岩崎邸庭園
周辺
 

旧岩崎邸庭園周辺のお
おむね 100ｍから
300m圏に立地する、
高さ 15m 以上又は延
べ面積 1000㎡以上の
建築物等 

0R ～
4.9YR 

4以上8.5未満の場合 4以下 0R ～
4.9YR ─ 

4以下 

─ 

5.0YR
～
5.0Y 

6以下 4以下 外壁の大部分については、各庭園の豊かな緑を生かした景
観の形成を図るため、庭園の緑の彩度程度を上限とする。
（夏季の一般的な樹木の緑の彩度が 6程度である。）外壁
のアクセント色については、原則、規制を行わないが、外
壁の強調色と併せて、外壁基本色とのコントラストが強く
ならないよう注意する。屋根を設ける場合は、庭園の緑か
ら突出しないよう明度や彩度を抑えた色彩を用いること
とする。 

高彩度色として認識され
るような着色をしていな
いガラスについては、周
辺の景観や空の色彩など
を反映しその色彩が一定
でないことからこの色彩
基準によらないことがで
きる。 
 地区計画や面的開発の
区域などを対象に、一定
の広がりの中で地域特性
を踏まえた色彩基準が定
められ、良好な景観形成
が図られる場合や石材な
どの地域固有の自然素材
を使用する場合について
は、これを尊重する。 
 その他、良好な景観の
形成に貢献するなど、本
計画の実現に資する色彩
計画については、景観審
議会の意見を聴取した上
で、この基準によらない
ことができる。 

8.5以上の場合 1.5以下 

5.0YR
～5.0Y 

4以上8.5未満の場合 6以下 5.0YR ～
5.0Y 

─ 
6以下 

8.5以上の場合 2以下 そ の
他 

2以下 
その他 4以上8.5未満の場合 2以下 その他 

─ 

2以下 
8.5以上の場合 1以下 

景観基本軸 隅田川 
神田川 
 

高さ 15m 又は延べ面
積 1000㎡以上の建築
物等 

0R ～
4.9YR 

4以上8.5未満の場合 4以下 

─ ─ 

5.0YR
～
5.0Y 

6以下 4以下 外壁の基本色は、各景観基本軸の骨格的景観要素となって
いる緑や水の色彩と調和した落ち着きと潤いのある景観
を形成するために、中彩度・低彩度の色彩とする。外壁の
強調色およびアクセント色については、原則、規制を行わ
ないが、外壁基本色とのコントラストが強くならないよう
注意する。屋根を設ける場合は、周辺の景観から突出しな
いよう明度や彩度を抑えた色彩を用いることとする。 

8.5以上の場合 1.5以下 
5.0YR
～5.0Y 

4以上8.5未満の場合 4以下 

そ の
他 

2以下 

8.5以上の場合 2以下 
その他 4以上8.5未満の場合 

8.5以上の場合 
1以下 

上記以外の
地域 

 高さ 15m 又は延べ面
積 1000㎡以上の建築
物等 

0R ～
4.9YR 

4以上8.5未満の場合 4以下 0R ～
4.9YR 

─ 
4以下 

─ 

屋根面の立ち上がりを外
壁に含めて面積割合を計
算する。 

外壁の大部分については、落ち着きが感じられ、水や緑な
どの存在や周辺の街並み景観を妨げないように配慮し、中
彩度までの色彩を基本とする。外壁のアクセント色につい
ては、原則、規制を行わないが、外壁の強調色と併せて、
外壁基本色とのコントラストが強くならないよう注意し、
その面積は外壁各面の5%以下とし、主に建物中低層部で
用いるようにする。 

8.5以上の場合 1.5以下 
5.0YR
～5.0Y 

4以上8.5未満の場合 6以下 5.0YR ～
5.0Y 

─ 
6以下 

8.5以上の場合 2以下 
その他 4以上8.5未満の場合 2以下 その他 

─ 

2以下 
8.5以上の場合 1以下 

※外壁基本色に無彩色を用いる場合の範囲は、Ｎ５以上Ｎ８.５以下とする。 
 

※外壁基本色に無彩色を用いる場合の範囲は、Ｎ５以上Ｎ７以下とする。 
 

 対象の概要 基準の適用部位・面積 考え方 備考 
外壁基本色（外壁各面の 9/10 はこの範
囲から選択） 

強調色（外壁各面の1/10以
下で使用可能） 

  

立地 規模・要件（概要） 色相 明度 彩度 色相 明度 彩度 
大規模建築
物等 

全域 大規模建築物等の事前
協議対象物件 

0R ～
4.9YR 

5以上 7未満の場合 3以下 0R ～
4.9YR ─ 

４以下 外壁の大部分については、各庭園の豊かな緑を生かした
景観の形成を図るため、庭園の緑の彩度程度を上限とす
る。（夏季の一般的な樹木の緑の彩度が 6程度である。）
屋根を設ける場合は、庭園の緑から突出しないよう明度
や彩度を抑えた色彩を用いることとする。外壁の強調色
については、外壁基本色とのコントラストが強くならな
いよう注意する。 

高彩度色として認識されるような着色をしていないガラスについては、周辺の景観や
空の色彩などを反映しその色彩が一定でないことからこの色彩基準によらないことが
できる。 
 地区計画や面的開発の区域などを対象に、一定の広がりの中で地域特性を踏まえた
色彩基準が定められ、良好な景観形成が図られる場合や石材などの地域固有の自然素
材を使用する場合については、これを尊重する。 
 その他、良好な景観の形成に貢献するなど、本計画の実現に資する色彩計画につい
ては、景観審議会の意見を聴取した上で、この基準によらないことができる。 

7以上の場合 1.5以下 

5.0YR
～5.0Y 

5以上 7未満の場合 3以下 5.0YR ～
5.0Y ─ 

6以下 

7以上の場合 1.5以下 
その他 5以上 7未満の場合 3以下 その他 

─ 
2以下 

7以上の場合 1以下 

■色彩基準表
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参 考 　 地 域 で 親 し ま れ て い る 色 彩
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